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   パソコン郵趣研究会報 79 号で「EXCEL で切手を楽
しむ」と題して日本切手の電子カタログを紹介させて
いただきました。日本電子カタログより、その一部を
使用した簡単な DATABASE に関心を持たれる方が多く
おられたようです。
　そこで、前号記事の後半で触れた EXCEL を使用す
る DATABASE を皆様に紹介し、切手趣味を充実させ
る一助となればと考えます。DATABASE は前号記事か
ら大体その内容を感じとられていると思いますので、
DATABASE の内容説明は後回しにして、先に、PC へ
の組み込みから紹介していきます。
必要環境　Windows 7 以上　　EXCEL 2007 以上
使用 FILE　EXCEL DATABASE.xlms  
                  0000.jpg( 白い画像 file）マクロ作業上必要
　    DATABASE のテーマを決めておいてください。
　　この記事では日本の国宝切手を調べるとして
　　テーマを国宝切手とします。

A. 使用準備
1.　FILE の組込場所の準備→ 2 つの FILE を組込む
　　　　　　　　　　　　　フォルダーの作成
　先ず、どのドライブにするかを決めて、そのドライ
ブのアルファベットをおぼえておいて下さい。ここで
は H とします。ドライブのルートディレクトリ（最上
階層のディレクトリ = フォルダー ) にテーマ名のフォ
ルダーを作ります。
①ドライブを選択
　エクスプローラーを開くと、図 1 が表示されます。
目的ドライブ H をクリック。
②フォルダーを作る

エクスプローラーでの作業

上 の バ ー の ホ ー ム を ク
リックします。図 2 が表
示され、新しいフォルダー
をクリックし、フォルダー
を作ります。フォルダー
名を求められたら、テー
マの国宝切手と入力しま
す。すると、図 3 の様に
なります。
③国宝切手フォルダに切手
画像フォルダーを作る
　図 3 の画面の国宝切手
フォルダーをクリックしま
す。ここでまた、ホームと
新しいフォルダーをクリッ
クして切手画像と入力しま
す。これで組込場所＝ド
ライブ、フォルダーが完

成です。これを階層的に図示すると図４のようになりま
す。図 5 は C ドライブに組み込んだ PC の一例です。

２．実行 FILE の作成
　EXCEL DATABASE.xlsm を ①で作成した国宝切手
フォルダーに、ｐ 0000.jpg を③で作成した切手画像
フォルダーにコピーします。そして、国宝切手フォル
ダーにコピーした EXCEL DATABASE.xlsm の名前を国
宝切手 .xlsmに変えます。エクスプローラーで国宝切
手フォルダーにコピーした EXCEL DATABASE.xlsm を
右クリックし、名前の変更をクリックし国宝切手 .xlsm
と入力してください。
　これで実行 FILE の準備が始められます。まず、国
宝切手 .xlsmを開いてください。開いた画面下のシー
ト見出し（図 6）の作業環境等のシートをクリックす
ると、図７のような表を示す画面になります。（作業
環境等というシートを選択した画面です。）

図４ FOLDER の階層的表示

図５ C ドイブに組み込んだ時の
　　表示

EXCEL で切手を楽しむ（2）
やさしい DATABASE を使う

小川　義博

　　図１　　　　　　　　図２

図３
図６  国宝切手 .xls のシート見出し

図 7  作業環境等シート初期画面

1

2

3



3

　まず、画面の緑色のセル ( 四角枠 ) に入力します。
今回の、ドライブは H 、テーマは国宝切手を入力しま
す。すると、図 8 のように作業環境等画面が入力した
作業環境に変わった画面になります。緑色のセルの内
容は後で変更しないでください。エラーが生じます。
３．セキュリティーレベルの変更
　この DATABASE はマクロというプログラムで動きま
す。このマクロが時に悪用されウィルスが作られるこ
とがあり通常はマクロは使えなくなってます。これを
使えるようにする手続きが必要です（図９）。

　これで実行FILEが完成、DATABASEの国宝切手.xlsm
は使用できます。10 種ぐらいの切手の 3 ～ 4 項目程
度の文字 DATA を入力し、切手画像 file(jpg) を切手画
像フォルダーに用意して検索、画像表示ができるか試
してください。1 枚の切手に 2 種の画像ファイルを入
力できます。画像は何でも可能ですが、一般的には１
種は切手画像、別の 1 種は補足説明用の画像として、
プルーフ・ＭＣ・ＦＤＣなどの郵趣品や、絵はがき、
写真・書籍図版などの資料が考えられます。画像指定
セル欄が未入力だとエラーとなります。画像が無い時
は 0000.jpg と入力してください。

　他のどの項目セルも空欄で構いません。不明の事項
は空欄のままでDATAを入力しておいてかまいません。
虫食い状態の DATA 行列でいいのです。
　 こ の よ う に、EXCEL DATABASE.xlsm と 0000.jpg
を保存してあれば、短時間で必要とするテーマの
DATABASE を作れます。私はドイツ切手、オーストリ
ア切手、マーチン切手などのデータ数の少ない幾つか
の DATABASE を楽しんでいます。
　ここからは DATABASE の内容を述べていきます。
試行して問題ないものができていれば、国宝切手とい
う語を希望切手名にして作成してみてください。

B.  EXCEL DATABASE.xlsm の紹介
　EXCEL DATABASE.xlsm の構成

　扱える DATA 数は 20,000 行、項目数は 30 列まで
可能です。EXCEL は何枚かのシートで構成されている
ことはご存知だと思います。EXCEL DATABASE.xlsm
は前述の 6 つのシートで構成されています。作業環境
等、資料 DATA、検索、検索画像、補足修正、ノイズ
のシートです。　各シート , そしてボタン、ショート
カットキーの機能を説明します。

1. 作業環境等シート
　このシートは EXCEL DATABASE.xlsm を動かす作業
環境等を指定する大切なシートですが、画面は小さな
表、ショートカットの説明があるだけです。もう、既に、
実行 FILE の準備・立ち上げで説明済です。とても大
切なシートで、少しでも別の入力、変更があると画像
入力、出力が出来なくなりなります。

2. 資料 DATA シート
　このシートは各切手の文字 DATA を入力、記録する
シートです。また、1 枚ずつ切手画像を確認できるシー
トでもあります。図 10 のような DATA 行列を作るシー
トです。各行毎、縦に切手を当てます。列は A 列から
AD 列まで横に 30 の列を項目に使用します。

図 8  作業環境等シート　入力後画面

　列のうち A ～ D の 4 列は入力事項は決められていま
すから、その内容を入力します。E ～ AC 列の 25 列は
項目と表示されていますが、ここは使用する方が自由
に決められます。この 25 列が検索対象になりますか
ら、keyword を入力していくことになります。なお、A、
Ｉ、Ｊ列は検索画像シートの画像説明キャプションと
なるため、適切な Keyword 入力に留意してください。

図 10  資料 DATA シート
　　　　　項目名を自由に設定

「FILE を開く」で下左画面が開き、クリックで順に
右へ進み、最後に下の全面画面が開く

クリック
クリック

クリック

クリック

クリック

クリック

セ キ ュ リ
テ ィ ー セ ン
タ ー を ク
リ ッ ク す る
と 右 側 に 下
の ボ タ ン が
表われる

すべてのマクロを有効にする
をクリックして OK をクリック
し終了　

図 9　セキュリティーレベル変更手続きの順序　EXCEL2016
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図 12　資料 DATA　シートで切手画像を確認

資料 検索対象数 0枚 
9語
まで

　

検索語別表示

下のセルに検索語を
スペースで区切り入力

画像FILE保存OR検索

初期化

AND検索

全画像見 ノイズ除去

検索語数 1 ヒット数 0
No 検索対象 画像FILE1 画像FILE2 種類 額面 発行年 切手の通称 意匠 KEYWORD01 KEYWORD02

セル位置で　CTRL　＋　W　で　資料画像表示、CTRL　+　E　で　全入力内容表示し、データ修正可能

検索語別表示

黄色セルは画像のDATA　みどりセルは次候補

検索終了後、内容の確認のため表示します。

画像FILE保存OR検索

初期化

AND検索

全画像見 ノイズ除去

画像FILE保存OR検索

初期化

AND検索

全画像見 ノイズ除去

図 13　検索シートの初期画面

ん。0 を文字と数字の間に入れて同じ文字数（けたすう）
にしてください。S1 は S0001、S10 は S0010 のよう
にです。使い慣れて EXCEL の本来の機能を利用できる
ようになると、この設定が使い勝手を左右します。また、
列幅は入力内容に見合って変更することが可能です。
　画像 DATA・FILE が準備できていれば、画像をこの
シートに表示できます。例えば、図 11 で 10 行目のど
このセルをクリックしても所定のキーボード操作（後
述のショートカットキー Ctrl+W）で切手画像と参考画
像を表示できます（上の図 12）。黄色の行はその行の
切手と参考画像が表示されていることを表し、緑色の
行は次の表示候補切手の行を表しています。
3. 検索シート
　このシートが main のシートで、ほとんど作業がこ
のシートで行うことになります。このシートを選択す
ると図 13 の画面が表示されます。図 13 の　 左の長
方形はマクロの作業内容を表示したボタンです。この

図 14　検索シートで作業結果画面

最後の AD 列は ” 備考・検索外 ” と、なっているように、
検索対象外ですから、検索の邪魔になってしまう文章
の記録、備考、メモ等を入力します。
　イメージいただきやすように入力の一例を図 11 に
示します。図 11 の様に項目欄は自由に決められます。
国名、意匠、意匠作者、発行年、銘版、SCOT No.、切
手購入先、保管アルバム番号等、使う方の収集対象、
使用目的で項目名は自由にできます。No. の列にサ
クラ切手カタログ、SCOT カタログのように数字の前
に文字を付けたカタログ番号入力は注意が必要です。
EXCEL は文字の付いた数字を順序数に扱ってくれませ

図 11　資料DATA　シート入力済み画面
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ボタンをマウスでクリックすることで表記された作業
が始まります。
　　 が入った水色セルに検索したいキ―ワードを入力
します。インターネット・エクスプローラー等と同じ
く文字間にスペース（全・半角とも OK）を入力して
検索語を増やします。必要性は疑問ですが、9 検索語
までは入力可能です。
　例として、国宝で京都に存在する仏像、菩薩が描か
れた切手を検索してみます。図 14 は　  のおかれた
水色セルに京都　仏像　菩薩と入力し、　　の左の

「AND 検索」ボタンをクリックした結果の画面です
( 図 14）。3 種の切手が該当したことを示していま
す。この結果を印刷したければ EXCEL 本来の印刷
機能で印刷できます。ここでも画像を確認したい切
手の行のセルをクリックして、ショートカットキー
(Ctrl+W ) で切手画像がみられます。水色セルの下の
小さなセルには検索語が確認できるように表示され
ます。そして、そのセルの色は該当した項目のセル
にもその色が表示されてます。
　ここで、もしも「OR 検索」ボタンをクリックし
たら、3 つの単語、別々に該当する切手データを表
示します。次に「全画像見る」ボタンをクリックす
ると該当した切手がすべて表示されます。その表示
されるシートが次の検索画像シートです。

４. 検索画像シート
　検索で該当した DATA の画像のうち C 列の画像
FILE １に入力された画像 FILE が 4 列に整列、表示
されます。「OR 検索」結果画像の一部が図 15 にな
ります。画像切手上部に 3 つの項目内容が表示され
ます。これは A、I、Ｊ列に入力された文字列を表示
します。
　お気づきのように切手のサイズが実物と異なりま
す。これはサイズの異なる画像を規則正しく表示す
るため縦のサイズを一定のサイズに固定し、横サイ
ズはそれに見合ったサイズに補正されているためで
す。そのため縦長切手は小さく、横長切手、普通切
手などは大きく表示されています。切手画像はどの

シートでもマウスのドラッグでズーム操作が可能で
す。ズームの仕方を２つ知っておいてください。ま
ず、図 16 のように画像１つのズームの仕方です。表
示された画像をクリックすると画像に８つの円が出ま
す . この円をマウスでドラッグすると画像のズーム操
作できます。もう一つは画面全体のズーム操作です。
CTRL キーを押しながらホイールを回転すると画面全
体がズームイン、ズームアウトができます。これらは
WINDOWS 本来の機能です。このように WINDOWS
の機能を知れば知るほど便利なことがわかります。図
17 は検索画面シートを操作したものです。

5. ノイズシート
　このシートは検索シートの「ノイズ除去」ボタンを押

した結果が表示されるシートです。ノイズとは " 京都 " で

検索すると東京都 が、" 城 ” で検索すると、宮城県、茨城
県 が入力された DATA が紛れ込んでヒット表示してしま

います。それらを避難、消去させ、参考までに保存して

おくシートです。誤りでなく紛れ込んしまった DATA を

この検索作業の時だけ、消去することを目的としていま

す。修正、訂正することを目的とはしていません。この

プログラムの NOT 検索ができない欠点を補うためです。

図 17　図 15 画面のマウス使用でのズームイン画面

CTRL キー押しながらマウスホイール前回転でズームイン

図 15「全画像見る｣ ボタンクリックで表示画面

←

図 16　丸の一つをドラッグすることでズームイン
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6. 補足修正　シート
　このシートは 1 種の切手の画像と文字 DATA を一
括確認しながら訂正、補足を行い、結果を元の文字
DATA に加えるシートです ( 図 18）。訂正、補足が終わっ
たら、CTRL+M です。前述した CTRL+M の作業をし、
元のシートに戻ります。

　これを階層的に図示すると図 20 のようになり、検
索語フォルダーに画像 FILE の存在が明らかにされ、利
用が楽にできます。
　最後は「初期化」ボタンです。一つの検索作業を終
り、次の検索作業の前に押します。入力語と出力した
DATA をすべて消し、次の検索語入力を待つ画面にし
ます。

8. ショートカットキー
　ボタンでなくキーボード操作で所定の作業をする
ショートカットキーをいくつか用意しました。
① CTRL+W
　資料 DATA シートでふれましたが、文字 DATA の指
定した行の画像を表示する。文字 DATA 行列で確認し
たい DATA 行のセル ( 列は問わず ) で CTRL+W 操作で
画像が表示できます。対象となる DATA の行は黄色に
変化し該当行を表示し、緑色行が次の CTRL+W 操作の
候補 DATA であることを示します。資料 DATA シート、
検索 シート、ノイズシートで操作できます。
② CTRL+E
　CTRL+W と同じく操作する時の DATA 行を補足修
正するときに操作します。補足修正シートに移り全
DATA と画像を確認しながら DATA を修正できます。
やはり、資料 DATA、検索 シートで操作できます。
③ CTRL+M
　補足修正シートで修正等を終わった結果を資料
DATA、検索 シート　に反映させることができるショー
トカットキーです。必ず CTRL+E を押したシートに戻り
ます。資料 DATA シートで押された CTRL+E の場合の
CTRL+M は必ず資料 DATA シートに修正するために戻
ります。そして、検索シートで CTRL+E を押された場合
は資料 DATA シートの DATA を修正し、さらに検索シー
トの表示 DATA も修正します。CTRL+M は補足修正シー
トだけで操作できるショートカットキーです。
④ CTRL+Q
　資料 DATA シートの文字 DATA はすべてプログラム
で変数になります。変数とは EXCEL の表から PC の記
憶領域に組み込むことで作業が早くなります。時々、
プログラムにエラーが生じると、この変数が全て空っ
ぽになってしまいます。その時、この CTRL+Q 操作を

図 19　検索ヒット切手画像 FILE の保存表示

       H

図 18　補足修正シート　画面

 CTR+M で資料 DATA 等の内容に反映されます。

  

7. 画像 FILE 集合　初期化　ボタン
　シート説明でふれて無いボタンが 2 つあります。2
つとも検索シートにあり、1 つは「画像 FILE 保存」ボ
タンです。検索された切手の画像を資料作成などに使
おうとすると、フォルダー内の多くの FILE から探す
のは大変です。そんな時に、このボタンをクリックす
ると、目的 FILE が集まります。例えば、前述の AND
検索でヒットした 3 枚の切手を集めてみます。図 14
の画面の「画像 FILE 保存」ボタンをクリックすると、
図 19 の窓が開き、保存したことを確認します。これ
は検索語のフォルダーを切手画像フォルダー内に作
り、中に切手 3 枚の画像と資料画像をコピーし保存し
たことを表示してます。

図 20　保存場所の階層的表示

H
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なお、この DATABASE ではパスワードをつけ
た保護はしてません。保護するときは同じ手
順を踏むとシート保護の解除でなくシート保

図 23　作業終了時に表示される窓

利用してほしい操作
　EXCEL に慣れた方は読み飛ばして下さい。
◎シート保護の解除
　作業していてセルの内容、画像位置等を変えようと
してクリックすると図 24 の表示が出ることがありま
す。これは今の画面のシートに間違った DATA が入力
されるのを防ぐため保護をしていると告げています。

図 24　シートの保護を告げる表示

図 25　シートの保護解除の手順

→

図 27　行の高さを変える手順

するように指示が表示されます ( 図 21)。OK をクリッ
クし、CTRL+Q を操作して下さい。
　CTRL+M 操作で DATA を修正したつもりでも、修正
できたのは EXCEL の表の上だけであって、PC が記憶
しているのは修正前の DATA です。しかし、検索作業
をするたびに変数を更新し、最新の EXCEL の表 DATA
を変数にします。
作業中のエラー
　検索作業をしている途中で、作業がストップするこ
とがあります。一番多いのが図 22 が表示されてのス
トップです。これは画像 FILE が見つからないと告げて
います。画像 FILE が所定のフォルダーにないのです。
終了をクリックして作業を終了させます。そして、該
当画像 FILE を探し、切手画像フォルダーの確認とそこ
への保存有無を確認し、再度、同じ作業をして下さい。

１

図 26　列幅を変える手順

　作業を終わり、DATABASE を閉じようとすると図
23 が表示されます。これは画像 FILE を表示したま
ま DATABASE を保存すると DATABASEFILE が非常に
大きくなり入出力に時間を要したり、支障が生じるこ
とを避けるためです。ヒットした DATA 行列、出力し
た画像等はすべて消されて、資料 DATA シートの文字
DATA が保存されるだけです。

　行の高さの変更も同じ様にできます。左側の数字の
欄にマウスを動かすと、図 27 のようにマウスカーソ
ルが→印になり、更に数字の境目に当るとカーソルが
　　に変わり上下に動かすと行の高さが変わります。
高低は目的行の下の境目です。　

　必要な時は保護を解除して作業が出来ます。画面上
部のリボンメニューのホームそして書式をクリックす
ると下に新たなメニューが表示されます（図 25）。そ
の中の下のシート保護の解除をクリック、これで保護
は解除されます。

2

3
護がありますから、そこをクリックして下さい。
◎列幅、行高の調整
　KEYWORD の内容によっては列幅が足りない時、列
幅を広げたり、狭める時は列幅を調整できます。先ず、
シートが保護されてないことを確認した上で図 26 の
ように表の上部のアルファベット部分にカーソルを当
て、境目の線に当てるとカーソルが変化します。C 列
を広げる時、↓印を C 列の右側の線に合わせるとカー
ソルが　　　に変わりますので左右に動かして調整し
ます。調整したい列の右側の境目が目的場所です。

図 21　変数の新規読み込みを促す窓

図 22　マクロが画像 FILE 不明を告げるエラー表示
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使用中の DATAFILE の利用
　現在使用中の DATA を利用できないかと、疑問を持
たれると思います。EXCEL に記録された DATA であれ
ば、100％可能です
　多くの場合、今回の DATABASE と同じく、行に個々
の切手 DATA、列に切手の内容項目が入力されたもの
だと思います。入力済み DATA をコピー＆ペーストす
ればよいのです。ただし、DATA 資料シートの A ～ D
列には写さないでください。基本番号、検索有無ｻｲﾝ、
画像 FILE の項目の列だからです。検索有無ｻｲﾝの項目
とは検索は不要だが記録はしておきたい、例えば、切
手シートなどですが、この項目 B 列を空欄にしておけ
ば検索にかかりません。
　ペーストの方法は既存の FILE と DATABASE を同
時に開き、画面の左右に同時に開いておきます。( 図
28）。右画面で A1 セルから I600 セルまでをコピーす
るとします。まず、A1 セルをクリックし、画面を上
昇させ、SHIFT キーを押しながら I600 セルをクリッ
クし、CTRL+C を操作 ( コピー )、左の画面の E4 セル
をクリック CTRL+V ( ペースト）で完了です。(CTRL+C、
CTRL+V は WINDOWS のショートカットキー）ここで
注意してほしいのは項目までもコピーしていることで
す。項目名は自由に決めてよいのですから、そのまま
コピーしても支障はありません。

図 28 右画面 DATA を左の FILE 画面へコピー

←

EXCEL 本来の機能を活用
　EXCEL には非常に多くの優れた関数と機能がありま
す、これを利用して DATABASE 作成に活用すれば有効
です。
　例えば、切手発行日を入力してあれば、年だけを取
り出したり、漢字入力と同時にひらがな入力が同時進
行し、しかも、頭音も入力されていることなどができ
ます。また、多くの DATA をいくつかの項目を関連さ
せて並び替え、国別、発行年、切手種類、を絡めて並
べ替えることなど簡単、あまり必要はないかもしれま
せんがクロス集計など、とても手軽にできます。切手
をまとめて考えてみることなどに使用して見ては如何
でしょう。DATABASE を利用して、私はアルバム作成
でない別の切手収集の楽しみ方をしています。切手か
らその国々の文化を比較するのも興味深く感じます。
オーストリア切手から考える―切手による比較文化笑
論―などを考えることができました。

（http://www12.plala.or.jp/kawaya/postagestamp/012stamps.
pdf）
　一つ大切なことがあります。DATABASE 作成の目標
をはっきり持ってはじめてください。DATABASE 作成
が目標となって、やみくもに詳しいもの、DATA 数の
多いものを作ることが目標では本末転倒です。
　ぜひ、DATABASE を使うことで切手収集の視野、深
さ、楽しさを広げてください。


